
第15回

受講生への
メッセージ

保育実習指導Ⅰ（施設）で学んだことに併せて、施設で生活する子ども
や利用者一人ひとりに応じた支援の内容や方法についての事前学習が必
要です。施設の実情や子ども・利用者の実態を理解してしっかりと実習
課題に反映してください。
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２．「創造」
高度な知性と

創造力

科目の主題

施設担当教員を中心として、学科教員がオムニバスで授業をおこなう。講義やグループ学習、実技、講演など授業
内容に応じた形態となる。自身の実習施設に関する調査・情報収集や、グループでの報告会などのアクティブラー
ニングを随時取り入れる。

受講態度（40％）
提出物（30％）
発表内容（30％）

授業方法

成績評価の方法と割合

実習前　個別指導 実習中に取り組むべき課題を明確にする。

授業形態 演習

オムニバス担当形態１単位数

保育技術実践（製作）
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①
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授業前後に１時間実習後に全体指導（実習報告会）や個別の事後指導をおこなう。

課題等への対応
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科目 卒業要件 選択施行規則に定める科目区分又は事項等

織田　芳人、福井　昭史、
本村　弥寿子、中村　浩美、
荒木　正平、船勢　肇、
野田　章子、山中　慶子

学期区分 前期

科目
コード

保育実習指導Ⅲ 22Y505 担当者

子どもの観察や関わりの視点を持つことができる。

科目の到達目標

３．

科目
区分

科目名専門教育科目

２．

幼児教育学科
2年生

対象
学生

実習事前指導 実習での注意事項等について理解を深める。

施設での生活について（Ⅱ）

施設での生活について（Ⅰ）

卒業生講演会 講演内容と感想をレポートにまとめる。

実習後　個別指導
実習の内容等について振り返り、成果と課題をまとめ
る。

意見交換会
1・2年生が施設ごとのグループに分かれて、実習内容に
ついてのディスカッションを行う。

実習報告会 講演内容と感想をレポートにまとめる。

実習先オリエンテーション（事前訪問） 事前訪問で気づいたことをまとめる。

実習先オリエンテーション（事前訪問） 第9回のまとめをもとに、重点課題を見直す。

絵本・紙芝居の活用法についての予習と復習

保育実習への意識を高める。

保育技術実践（運動） 運動遊びの種類、実践方法についての予習と復習

施設長講演会 講演内容と課題をレポートにする。

◎○

１．

保育士選択必修
免許・資格

要件

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

◎

保育士としての自己課題を明確にできる。

保育技術を高めることができる。

◎

保育実習Ⅰでの課題をもとに、児童福祉施設（保育所以外）における個別支援計画の作成と実践の方法を学習す
る。さらに、実習の総括と自己評価をおこなうことで保育実践力を培い、保育士の仕事内容や職業倫理について理
解を深める。

学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

３．「実践」
明確な意思と

実践力

参考書
等

なし

試験 定期試験を実施しない

◎ ○

教科書
教育・保育実習の手引き
これからの時代の保育者養成・実習ガイド

学習課題（予習・復習）授業計画回数

保育技術実践（絵本・紙芝居）

オリエンテーション

第4回をもとにレポートにまとめる。

施設で生活する子どもの実情と課題を考える。

子どもが好きな制作物についての予習と復習


